
 
 
 
 
 
 

 

子どものふるさと  

                                 校 長  池 田 和 彦 

 
 銀杏黄葉の彩りが冬の訪れとともに、落ち着いた雰囲気を醸し出しています。 

先月 19 日、学校応援団主催の「さくらっ子まつり」が開催されました。さくらっ子まつりは、
学校応援団、桜連絡会、施設利用団体、学童クラブなどの学校関係者が実行委員会を組織し、子
どもたちが楽しめるさまざまな遊びを企画し、毎年この時期に行っています。当日は、たくさん
の小学部の児童が集うとともに、中学部の生徒がボランティアとして参加しました。各種団体の
種目等を紹介します。 

 
子どもたちが笑顔ではしゃいでいる様子を参観しているとき、以前勤務していた学校に寄せら

れた保護者からの手紙のことを思い出しました。その一部を紹介します。 
  「山も川も畑もありません。今の子どもたちがふるさとを感じるのは、何に対してなの 
   でしょうか。大人になって思い出すのは、学校であり、友であり、先生です。子ども 
   たちのふるさとの中心として、先生方や学校に心からエールを贈りたいと思います。」 
  ふるさととは、一般的に人が生まれ育った場所やその人の心にとって特別な場所を指します。
そこには、幼少期の思い出や家族、友達との繋がり、自分が成長した土地や文化、言語など、個人
にとって大切な要素が含まれています。「安らぎ・親しみ・懐かしさを感じるところ」であり、
「生きていくための礎」でもあります。 
 ふるさとは心の中につくるものであるとすれば、その核となるのは、周りの人々との絆、かか
わりです。それは、学校だけにとどまりません。成長する過程で人とつながった体験が、土地の
風物と結びつき、思い出として心にいつまでも残るのです。今の子どもたちに「ふるさと」を作
ってあげられるのは、周りの大人たちの輪です。「地域社会」という、もののつながりが希薄にな
っているときだからこそ、ますます、学校はその拠点として大切な役割を担うようになってきた
と言えるのかもしれません。「さくらっ子まつり」にかかわっていただいた、たくさんの皆様の
活動を拝見し、学校を取り巻く層の厚さに改めて感謝の念をもちました。満開の桜に囲まれた校
舎、花と緑に恵まれた公園、そして限りなく広がる空、子どもたちが折に触れて立ち戻る安心し
た「ふるさと」の風景とするために、まず、私たちがたくさんの人々とつながり、手を取り合って
いかなければならないと思っています。 
 「師走」とは、よく言ったもので、歳末に向けて街はどことなくせわしなくなりますが、静
謐な新年を迎える前の活気あるこの時期の雰囲気は、今年を振り返る気持ちと新たな年を迎
える期待感を募らせます。家を守り、家族を豊かにしてくれる｢歳神様｣を正月に迎える準備と
して、１年の汚れを払うために、隅から隅まできれいに清めることが煤払い。ご家庭におかれ
ましても、家族に感謝する気持ちをもって、ご家族一緒に大掃除に取り組んでいただきたいと
願います。 
 新しい年を迎えるに当たり、子どもたちが自分の将来に向けて、大きな目標と夢を掲げ、日々
の努力を重ねていくよう、これからも家庭・地域・学校との連携を大切にしながら、教育の推進
に努めていきます。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。 
 

団体 種目 団体 種目 

大泉桜ファイターズ ストラックアウトトスバッティング リサイクル プラバン 

桜 JSC サッカー 学童クラブ 缶バッジ 

体育館開放部会 迷路 バレーボール４団体 ナイスキャッチ 

桜ソフトクラブ 球速チャレンジ ひろば 小麦粉プニプニ人形 

和道会 宝探しゲーム ひろば・桜連絡会 本部受付等・自転車整理 
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開校記念集会   

特別活動部 丸山 開史 

11 月 5 日（日）は大泉桜学園の開校記念日でした。当日は、日曜日でしたので 11 月 1 日（水）

に開校記念集会を行いました。開校記念集会の企画、運営は毎年 4 年生の集会委員の児童が行っ

ています。今年も、1 年生から 9 年生までのすべての児童生徒が体育館に集まり集会を行いまし

た。集会委員会の 4 年生たちは、全校児童生徒に楽しんでもらいたいという気持ちをもって早い

時期から計画を立て、練習に励みました。当日は、集会委員の児童が考えた大泉桜学園に関する

クイズを行い、大変盛り上がりました。開校記念集会を通して児童生徒はよりよい学校作りをし

ていこうという意識を高めることができました。 

 

 

第 1 学年 保育園交流                     

第１学年主任 佐藤 祐里子 

 11 月 22 日に大泉学園保育園の年長さんが来校し、1 年生

と交流をおこないました。 

エデュスクラムの手法を用いて生活科で学習してきたこ

とを、それぞれの学級で年長さんに伝えました。 

 1 組では「学校のあんぜんについて」、実際に防災頭巾を

見せ、楽しいクイズを出すなど入学した後の学校生活を安

心して過ごせるよう説明をしました。 

 2 組では動物園の飼育員さんになりきって、動物につい

て調べたことを紹介しました。動物の形をアイロンビーズ

で作りプレゼントすると、大変喜んでもらえました。 

 その後、グループごとに校庭で遊びました。「年長さんがけがをしないように」「トイレは大丈

夫かな」「のどは渇いていないかな」「楽しんでいるか

な」など、自分たちより年下の年長さんの様子を、常

に気にかけながら遊ぶことは、普段の遊びと違いとて

も疲れたようでした。 

最後には、年長さんから「楽しかった」「入学するの

はこの学校に決めたよ」など、とても嬉しい感想を聞

くことができました。 

 1 年生にとって、今回の交流会は 2 年生になる準備

ができた貴重な経験となりました。 

 

 



第 1～4 学年 長縄集会 

長縄集会担当 丸山 開史 

11 月 11 日（土）に、長縄集会が行われました。長縄集会は、４年

生の運動委員会の児童が中心となって行います。運動委員会の児童

は、ポスターを作り、練習の呼びかけを行ったり、当日の司会をし

たりしました。 

今年も児童は本番に向けて、体育の授業だけでなく、中休みや昼

休みも積極的に外へ出て、練習に励みました。練習を始めたときは、

上手に跳べない児童もいましたが、練習を重ねるにつれて、上手に

跳べるコツを掴み、記録を伸ばすことができました。当日は、練習

の成果を発揮することができ、記録を更新できたクラスも多くあり

ました。クラスで力を合わせて取り組むことで、一体感を高めるこ

とができました。これから寒い季節となりますが、長縄などをして、

外で元気に遊んでほしいです。 

また、今年度も土曜授業での開催ということで、多くの保護者の方に参観していただきました。

ご参観いただき、ありがとうございました。 

 

研究発表会 

研究推進委員長 井原 英昭 

11 月 2 日（木）に練馬区教育課題研究指定校として、研究発表

会を実施しました。練馬区だけでなく、全国から多くの教育関係

者が来校し、本学園の授業や研究発表を参観しました。令和 4・

5 年度の 2 年間を通して、白百合女子大学教授 中田正弘先生を

講師に迎え、研究主題を「小中一貫教育校の特色を生かした自律

的、協働的な学びを充実させる授業の創造～教科の特色、発達段

階を踏まえたエデュスクラムの活用～」と設定して授業改善に

励んできました。発表会当日は、オランダで開発された学習ツー

ル「エデュスクラム」を活用した授業を全学級で実践し公開しま

した。参観された方々から、子供たちの主体的に学習に取り組む

姿を称賛する言葉を多数いただきました。今後も日常的な授業

において、子供たちが自律的、協働的に学ぶ授業を実践していき

たいと思います。 

 

 

 



海外派遣報告会 

英語科 中尾 真紀 

7 月 23 日(日)から 30 日(日)までの 8 日間、練馬区の海外派遣

生として本校から、9 年生と 8 年生の 2 名が、オーストラリアのイ

プスウィッチ市をはじめ、各都市を訪問してホームステイ、および

学校体験等を行いました。 

派遣生の 2 名は、オーストラリアの文化を直接体験して異文化

理解を深めたい、語学力を向上させコミュニケーション能力を高

めたいという目標をもち、5 月からの事前研修に欠かさず参加し準

備を進めてきました。 

海外派遣を無事に終え、11 月 20 日（月）に児童生徒に向けて報告会を行いました。今回の報告

会では、派遣生がタブレットでプレゼン資料をつくり、聞いている人に分かりやすく説明するこ

とを心掛けました。報告会では、ホストファミリーの紹介や日本とオーストラリアの授業の違い、

自由行動で見ることができた美しい景色、親睦を深めたさよならパーティ、クロワッサンの値段

に驚いた経験などとても興味深い話をしてくれました。派遣生の報告会を聞いて、多くの児童生

徒がオーストラリアへの理解を深めることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

諸事情により予定が変更する場合があります。

日 月 火 水 木 金 土

12/1 2

社会科見学（3）

中学部三者面談始

中学部午前授業

3 4 5 6 7 8 9

桜学朝会(全校)

安全指導

中学部午前授業

ユニセフ募金始

中学部午前授業

ユニセフ募金終

クラブ活動

中学部午前授業

災害教育特別授業(5)

持久走記録会(56)

中学部三者面談終

中学部午前授業

土曜授業

持久走記録会(1234)

避難拠点訓練(67)

10 11 12 13 14 15 16

朝礼 避難訓練 委員会活動

たてわり班遊び

学習発表会実行委員

会

持久走記録会予備日

17 18 19 20 21 22 23

期別朝礼Ⅱ 都立入試出願情報入

力始

5時間授業 大掃除

5時間授業

学習発表会実行委員

会

24 25 26 27 28 29 30

2学期終業式

午前授業　給食あり

冬季休業始

1/7 8 ９ 10 11 12 13

成人の日 3学期始業式

安全指導

給食始 5時間授業

武石スキー移動教室(8)始

計測(6)

クラブ活動

計測(5)

武石スキー移動教室(8)終

計測(4)

都立推薦出願始

土曜授業

おにぎりパーティ(5)

12月行事予定

教育相談場所 西校舎3階「相談室」 東校舎1階「あったまルーム」
☆中学部　スクールカウンセラー（上草）火曜日9：00～17：00　心のふれあい相談員（石井）月・木曜日8：30～15：30

☆小学部　スクールカウンセラー（中村）月曜日9：00～17：00　心のふれあい相談員（木村）火・木・金曜日9：00～14：00

相談予約は専用携帯へお願いします。小学部：080-7798-3201 中学部：080-7798-3336（5・6年生は中学部用でも可）


